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右
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一 

 



 

国
鉄
阪
和
線
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
大
阪
府
南
部
地
域
（
泉
州
地
方
と
略
称
さ
れ
て
い
る
）
を
縦
貫
す
る
国
鉄
唯

一
の
貨
客
輸
送
路
線
で
あ
り
、
特
に
近
年
同
地
域
に
お
け
る
各
種
開
発
及
び
住
宅
団
地
の
建
設
進
展
と
相
ま
つ
て

旅
客
輸
送
の
需
要
が
急
増
す
る
傾
向
に
あ
る
。
さ
ら
に
同
地
方
は
全
国
有
数
の
繊
維
、
玉
ね
ぎ
等
の
産
地
で
あ
り

地
域
産
業
の
振
興
発
展
の
上
か
ら
も
、
ま
た
南
海
電
鉄
の
貨
物
輸
送
の
廃
止
に
伴
い
、
貨
物
の
阪
和
線
へ
の
移
行

の
関
係
か
ら
も
阪
和
線
の
果
し
て
い
る
役
割
は
ま
す
ま
す
重
視
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

以
上
の
観
点
か
ら
、
国
鉄
阪
和
線
の
輸
送
力
改
善
並
び
に
関
連
施
設
整
備
等
に
関
し
、
先
に
昭
和
五
十
一
年
二

月
二
十
四
日
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
五
分
科
会
に
お
い
て
質
問
し
、
国
鉄
当
局
よ
り
新
車
導
入
、
車
両
の
増 

 

結
、
快
速
の
増
発
及
び
道
床
の
改
良
等
に
努
め
る
旨
の
答
弁
が
あ
り
、
そ
の
後
逐
次
実
行
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
こ
の
度
日
根
野
車
両
基
地
建
設
に
際
し
て
関
係
の
自
治
体
並
び
に
住
民
、
さ
ら
に
国
鉄
職
員
の
間
に
、 

 
国
鉄
阪
和
線
の
輸
送
力
改
善
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

同
基
地
建
設
計
画
の
概
要
と
機
能
、
基
地
建
設
工
事
に
伴
う
諸
般
の
影
響
、
貨
客
の
輸
送
力
の
変
化
、
輸
送
の
安

全
性
、
利
便
性
等
に
つ
い
て
多
く
の
意
見
と
懸
念
が
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
す
る
当
局
の
対
処
の
如
何
は
緊

急
を
要
す
る
と
考
え
る
。 

一 

日
根
野
車
両
基
地
建
設
計
画
に
お
け
る
附
帯
設
備
に
関
し
て 

4 

同
基
地
が
完
成
し
た
場
合
、
予
想
さ
れ
る
車
両
騒
音
は
周
辺
地
域
で
何
ホ
ー
ン
に
な
る
か
。
基
地
の
境
界 

3 

排
出
水
処
理
設
備
か
ら
機
械
油
等
の
未
処
理
液
が
基
地
外
に
流
出
す
る
恐
れ
は
な
い
か
。 

2 

危
険
品
倉
庫
に
つ
い
て
、
そ
の
収
容
品
目
並
び
に
危
険
防
止
対
策
を
ど
う
す
る
か
。 

1 

汚
物
処
理
設
備
に
つ
い
て
、
そ
の
処
理
能
力
、
処
理
方
法
、
放
流
時
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求

量
）
基
準
、
放
流
河
川
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
る
安
松
川
及
び
そ
の
河
口
に
与
え
る
汚
染
度
の
影
響
の
見
通

し
、
臭
気
の
発
生
の
度
合
い
と
そ
の
影
響
の
範
囲
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

従
つ
て
、
こ
の
際
関
連
事
項
も
含
め
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

四 

 



 

二 

同
基
地
建
設
工
事
に
関
し
て 

2 

土
砂
の
搬
出
に
関
連
し
て
、
ダ
ン
プ
カ
ー
が
通
過
す
る
泉
南
市
の
東
地
区
（
金
熊
寺
、
六
尾
堀
河
、
童
子
、

楠
畑
、
葛
畑
の
六
地
区
）
の
各
区
長
は
、
本
年
三
月
十
五
日
、
搬
出
に
反
対
の
意
向
を
表
明
し
て
い
る
が
、 

1 

土
砂
採
取
に
つ
い
て
、
基
地
建
設
工
事
用
の
土
砂
の
採
取
地
で
あ
る
和
歌
山
県
岩
出
町
風
吹
地
区
は
、
大

阪
府
泉
南
市
に
隣
接
し
て
お
り
、
そ
の
地
盤
は
砂
岩
、
頁
岩
の
互
層
で
あ
り
、
土
砂
採
取
に
よ
つ
て
水
質
汚

濁
の
危
険
性
が
高
く
、
特
に
泉
南
市
内
簡
易
水
道
使
用
地
区
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。 

(2) 

今
後
、
土
砂
採
取
に
よ
つ
て
腐
土
、
腐
石
が
増
加
し
、
現
場
に
た
い
積
す
る
が
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
方

法
で
処
理
す
る
の
か
。 

(1) 

採
取
現
場
で
の
土
砂
崩
れ
、
水
質
汚
濁
等
を
防
止
す
る
た
め
ど
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
か
。 

線
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
、
三
百
メ
ー
ト
ル
、
五
百
メ
ー
ト
ル
の
各
地
点
で
昼
間
、
夜
間
、
深
夜
の
時
間
帯
ご
と

に
予
想
数
値
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

三 

輸
送
設
備
、
関
連
設
備
の
整
備
改
善
に
つ
い
て 

2 

電
車
の
速
度
が
時
速
八
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
百
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
加
速
さ
れ
る
予
定
と
聞
い
て
い

る
が
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
伴
つ
て
沿
線
住
民
か
ら
無
警
報
、
無
し
や
断
機
の
踏
切
や
狭
あ
い
な
踏
切
の
危 

1 

現
在
、
鳳
、
和
泉
府
中
、
東
岸
和
田
、
東
貝
塚
、
長
滝
、
和
泉
砂
川
の
各
駅
が
貨
物
取
扱
駅
と
な
つ
て
い

る
が
、
南
海
電
鉄
の
貨
物
取
扱
廃
止
に
伴
つ
て
、
阪
和
線
の
貨
物
駅
の
存
否
は
関
係
住
民
が
大
き
な
関
心
を

抱
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

(2) 

も
し
統
廃
合
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
予
定
時
期
、
計
画
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(1) 

こ
れ
ら
各
駅
の
貨
物
取
扱
い
は
将
来
と
も
存
続
さ
せ
る
の
か
、
統
廃
合
す
る
の
か
。 

そ
の
理
由
は
、
府
道
泉
佐
野
―
岩
出
線
は
道
路
幅
が
極
め
て
狭
く
歩
道
も
な
い
た
め
交
通
事
故
の
危
険
度
が

高
い
こ
と
、
ダ
ン
プ
カ
ー
の
通
過
で
排
ガ
ス
、
騒
音
、
振
動
等
の
公
害
が
起
る
こ
と
等
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
公
害
や
危
険
に
対
す
る
防
止
対
策
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

 



 

3 

輸
送
力
の
増
大
、
車
両
の
増
結
、
列
車
の
増
発
に
伴
い
、
駅
舎
の
拡
充
・
改
善
等
が
必
要
と
な
る
と
思
わ

れ
る
。 

(3) 

ま
た
転
て
つ
機
の
取
替
の
必
要
も
増
大
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
取
替
予
定
箇
所
、
そ
の
数
量
並
び
に
予

定
時
期
を
示
さ
れ
た
い
。 

(2) 

特
に
、
も
ず
駅
南
一
番
踏
切
の
拡
幅
と
歩
行
帯
の
設
置
、
東
貝
塚
駅
南
一
番
踏
切
の
拡
幅
、
同
南
二
番

踏
切
の
警
報
機
設
置
、
和
泉
橋
本
駅
北
二
番
踏
切
の
し
や
断
機
設
置
、
同
北
一
番
踏
切
の
拡
幅
、
新
家
駅

北
一
番
踏
切
の
拡
幅
・
警
報
機
設
置
、
同
南
一
番
踏
切
の
拡
幅
は
周
辺
地
域
住
民
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
要
望
が

出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
計
画
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(1) 
こ
の
際
、
こ
れ
ら
危
険
踏
切
を
総
点
検
し
、
必
要
な
箇
所
に
警
報
機
、
し
や
断
機
を
設
置
し
、
あ
る
い

は
拡
幅
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

七 

 



 

4 

乗
降
客
の
増
加
に
伴
い
、
沿
線
各
駅
に
自
転
車
通
勤
者
が
激
増
し
、
そ
の
対
策
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。 

(2) 

特
に
、
堺
市
駅
、
も
ず
駅
、
津
久
野
駅
、
鳳
駅
、
富
木
駅
、
東
岸
和
田
駅
、
和
泉
橋
本
駅
、
熊
取
駅
に 

(1) 

ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
方
針
な
の
か
。 

(3) 

関
連
し
て
、
津
久
野
駅
の
西
側
に
改
札
口
の
設
置
、
鳳
駅
の
西
改
札
口
の
拡
幅
、
富
木
駅
・
和
泉
府
中

駅
・
東
岸
和
田
駅
の
西
側
に
そ
れ
ぞ
れ
改
札
口
の
設
置
を
望
む
声
が
強
い
が
、
そ
の
計
画
は
あ
る
か
ど
う

か
。 

(2) 
特
に
、
天
王
寺
駅
の
阪
和
線
ホ
ー
ム
の
延
長
、
も
ず
駅
下
り
ホ
ー
ム
の
上
屋
の
延
長
（
改
札
口
の
間
に
屋

根
を
設
置
）
、
北
信
太
駅
の
駅
ホ
ー
ム
と
上
屋
の
延
長
、
熊
取
駅
ホ
ー
ム
の
上
屋
の
延
長
は
乗
降
客
の
増
加

に
よ
り
地
域
自
治
会
等
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
そ
の
計
画
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(1) 

そ
れ
に
つ
い
て
今
後
の
計
画
を
駅
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

八 

 



 

四 

輸
送
力
増
強
に
伴
う
国
鉄
職
員
の
労
働
条
件
等
に
つ
い
て 

2 

同
基
地
完
成
後
も
電
車
乗
務
員
及
び
線
路
補
修
要
員
は
現
行
の
基
準
が
維
持
さ
れ
る
か
ど
う
か
。 

1 

日
根
野
基
地
の
検
修
要
員
は
車
両
三
両
に
つ
き
、
最
低
二
名
の
基
準
が
維
持
さ
れ
る
か
ど
う
か
。 

6 

津
久
野
駅
ホ
ー
ム
南
端
の
下
を
通
る
ガ
ー
ド
の
拡
幅
、
和
泉
府
中
駅
の
公
衆
便
所
の
外
部
利
用
、
和
泉
府

中
駅
南
二
番
踏
切
の
間
の
線
路
下
の
水
路
の
泥
上
げ
に
つ
い
て
住
民
の
要
望
が
強
い
が
、
そ
の
実
施
計
画
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

5 

上
野
芝
駅
、
日
根
野
駅
が
橋
上
化
し
た
場
合
、
障
害
者
児
の
た
め
の
乗
降
設
備
と
し
て
ど
の
よ
う
な
計
画

が
な
さ
れ
て
い
る
か
。
な
お
日
根
野
駅
に
つ
い
て
は
橋
上
化
の
見
通
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

輸
送
力
増
強
に
関
連
し
て
労
働
条
件
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、 

関
し
て
駅
前
自
転
車
置
場
の
設
置
若
し
く
は
拡
充
に
つ
い
て
住
民
の
要
望
が
強
い
。
国
鉄
用
地
の
利
用
を

含
め
て
設
置
の
協
力
に
つ
い
て
の
計
画
を
各
駅
ご
と
に
示
さ
れ
た
い
。 

九 

 



 

 

一
〇 

3 
踏
切
詰
所
に
空
調
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
を
求
め
る
声
が
あ
る
が
、
踏
切
要
員
の
健
康
維
持
の
た
め
必
要

詰
所
に
設
置
す
る
予
定
が
あ
る
か
ど
う
か
。 

4 

踏
切
詰
所
勤
務
を
一
人
か
ら
二
人
勤
務
に
す
る
計
画
が
あ
る
か
ど
う
か
。 

5 

職
員
の
健
康
管
理
の
た
め
、
国
鉄
鳳
診
療
所
を
復
活
す
る
予
定
が
あ
る
か
ど
う
か
。 

五 

最
後
に
、
新
大
阪
駅
と
北
信
太
駅
を
結
ぶ
外
環
状
線
新
設
の
計
画
に
つ
い
て
、
調
査
実
施
状
況
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


